
２

０
２

５
年

３

月

の

テ

ー

マ

は

「
古
典
」
で
し
た
。

２

０
２

４

年
度
か

ら
文

化

庁
で

は
邦

楽
普

及
拡

大
推

進

事

業

に

新

た

に

「
邦
楽
普
及
大
使
」

制
度

を
設

け
て

、

優

秀
な

若

手
奏
者

を

全
国

の
大

学
や

高
校

の
催

し
に

派

遣

し

て

い

ま

す

が
、
そ
の
大
使
は
熊
本
、
久
留
米
、
そ

し
て
こ
の
相
生
で
行
わ
れ
る
大
き
な
邦

楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
し
た
人(

一
般

の
部)

に
受
諾
の
権
利
が
与
え
ら
れ
ま

す
。
参
加
者
に
と
っ
て
は
名
前
の
告
知

や
仕
事
に
つ
な
が
り
、
コ
ン
ク
ー
ル
優

勝
の
肩
書
き
と
賞
金
獲
得
に
加
え
て
さ

ら

に

意

欲

が

増

し

ま

す

。

月

日

3

30

(

日)

、
相
生
市
文
化
会
館(

扶
桑
電
通

な
ぎ
さ
ホ
ー
ル)

に
予
選
を
通
っ
た
「
中

学
生
ま
で
の
部
」

組
、「
一
般
の
部
」

10

組
が
集
い
、
腕
を
競
い
ま
し
た
。

10「
中
学
生
ま
で
の
部
」

金
賞
は
一
番
遠
く
か
ら
の
参
加
者
、

北
海
道
の
浦
川
日
向
さ
ん(

中
学

年)

ひ

な

た

2

で
、
『
春
の
曲
』
を
箏
で
弾
き
歌
い
ま

し
た
。
声
量
の
あ
る
堂
々
と
し
た
歌
い

っ

ぷ

り

で

低

音

も

よ

く

出

て

い

ま

し

た
。
迫
力
す
ら
感
じ
た
と
本
人
に
伝
え

る
と
小
学
生
の
頃
、
合
気
道
を
や
っ
て

い
た
と
返
っ
て
き
ま
し
た
。
浦
川
さ
ん

は
地
元
の
審
査
員

人
が
評
価
す
る
相

6

生
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。
表
彰
式
で
「
他

の
人
の
演
奏
も
聞
け
て
と
て
も
良
い
刺

激
に
な
っ
た
。
ご
指
導
い
た
だ
い
た
先

生
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
感
想
を
述

べ
ま
し
た
。

銀
賞
は
『
六
段
の
調
』
を
演
奏
し
た

茨

城

県

の

竹

内

実

音

さ

ん(

中

学

み

と

2

年)

。
し
っ
か
り
と
落
ち
着
い
た
演
奏

で
音
質
も
音
量
も
良
く
全
体
に
と
て
も

き
れ
い
な
演
奏
で
し
た
。

銅
賞
は
最
年
少
で
『
摘
草
』
を
箏
で

弾
き
歌
い
し
た
愛
知
県
の
浅
井
陽
色
さ

ひ

い

ろ

ん(

小
学

年)

。

4

奨
励
賞
は
『
千
鳥
の
曲
』
を
弾
き
歌

っ
た
熊
本
県
の
森
彩
七
さ
ん(

中
学

あ

や

な

2

年)

と
『
古
ざ
ら
し
』
で
唯
一
、
三
絃

で
挑
戦
し
た
愛
知
県
の
宮
田
晴
門
さ
ん

は

る

と

(
中

学

年)

の

二

人

が

受

賞

し

ま

し

1

た
。

利根英法基金は、若手の演奏者を支援することを通じ、
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「
一
般
の
部
」

出

場

者

は

男

女

５

対

５

と

な

り

ま

し

た
。金

賞
は
愛
知
県
の
吉
越
大
誠
さ
ん
で
、

よ
し
こ
し
た
い
せ
い

「
松
竹
梅
」
を
三
絃
で
弾
き
歌
い
ま
し
た
。

昨
年
の
熊
本
・
長
谷
検
校
記
念
コ
ン
ク
ー

ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
る
の
で
、

こ
れ
で
二
冠
達
成
で
す
。
三
絃
の
音
色
は

き
れ
い
で
軽
や
か
で
手
事
か
ら
歌
へ
の
運

び
が
う
ま
く
、
声
に
は
伸
び
が
あ
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
４
月
、
兄
の
吉
越
瑛
山
さ
ん

(

尺
八)

を
追
う
よ
う
に
、
東
京
藝
大
を
卒

業
し
て
同
大
大
学
院
に
進
み
ま
し
た
。
表

彰
式
で
「
三
味
線
は
ま
だ
思
う
よ
う
に
弾

け
な
い
が
、
死
ぬ
ま
で
勉
強
し
た
い
」
と

感
想
を
語
り
ま
し
た
。

銀
賞
は
東
京
の
安
嶋
三
保
子
さ
ん
で
相

生
賞
も
同
時
受
賞
し
ま
し
た
。
箏
で
「
尾

上
の
松
」
を
、
深
海
あ
い
み
さ
ん
の
三
絃

を
助
演
に
弾
き
歌
い
ま
し
た
。
堂
々
と
し

た
歌
と
箏
で
、
テ
ン
ポ
の
速
い
手
に
ゆ
っ

た
り
し
た
歌
が
き
れ
い
に
絡
ん
で
い
き
ま

し
た
。
安
嶋
さ
ん
は
第

回
利
根
コ
ン
ク

10

ー
ル
「
現
代
曲
」
で
『
情
景
三
章
』
を
演

奏
し
て
金
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
２
１
年
に
久
留
米
の
賢
順
記
念
コ
ン

ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、

邦
楽
普
及
大
使
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今

回

、

銅

賞

は

二

人

。
『

冬

の

曲

』

を

箏
で
弾
き
歌
っ
た
大
阪
の
原
茉
里
さ
ん
。

も
う
一
人
の
銅
賞
は
『
吼
噦
』
を
演
奏
し

た
熊
本
の
清
原
晏
さ
ん
。

は
る

奨
励
賞
は
『
五
段
砧
』
を
演
奏
し
た
福

島
県
の
小
野
桃
佳
さ
ん(

箏
本
手)
と
山
脇

貴

久

恵

さ

ん(

箏

替

手)

が

受

賞

し

ま

し

た
。終

了
後
、
恒
例
の
「
審
査
員
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
聞
く
会
」
を
会
場
を
移
し
て
行

い
ま
し
た
。
一
流
演
奏
家

人
か
ら
個
別

10

に
じ
っ
く
り
自
分
の
演
奏
に
対
し
て
の
評

価

が

聞

け

る

ま

た

と

な

い

チ

ャ

ン

ス

で

す
。
参
加
者
に
と
っ
て
は
何
よ
り
の
お
み

や
げ
と
な
っ
た
は
ず
で
す
。

分
で
も
時

90

間
が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
邦
楽
ジ
ャ
ー
ナ
ル

２
０
２
５
年
５
月
号
よ
り

抜
粋
・
加
筆
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（兵庫県相生市） 明石 徳男 （兵庫県西脇市） （兵庫県姫路市）

浅井 裕二 （愛知県津島市） 市田 忠義 （東京都江東区） 井手口楽器店 （愛知県名古屋市）

井口 まゆみ （兵庫県相生市） 稲村 知 （岡山県美作市） 岩田 ちひろ （岐阜県垂井町）

大前 和秋 （兵庫県相生市） 押切 重洋 （東京都中野区） 桂 好志郎 （京都府京都市）

(株)KANAYAMA （兵庫県姫路市） 河原 伸二 （兵庫県相生市） （千葉県柏市）

菊央 雄司 （大阪府高槻市） （長野県松本市） 栗尾 重徳 （兵庫県相生市）

黒岩 勝博　 （兵庫県姫路市） 香田 律子 （大阪府茨木市） 小林 篤子 （兵庫県たつの市）

小林 宏之 （兵庫県姫路市） (有)五味楽器店 （長野県上田市） 斎藤武幾久 （北海道札幌市）

サカイシューズ （兵庫県相生市） 佐々木 茂夫 （兵庫県相生市） 澤村 祐司 （東京都練馬区）

軸原 博文 （兵庫県神戸市） 清水 律子 （兵庫県姫路市） 下川 知佳 （岩手県盛岡市）

（兵庫県相生市） （兵庫県相生市） 随應寺 （兵庫県姫路市）

瀬里奈 （兵庫県姫路市） (株)大貫堂印房 （兵庫県姫路市） 竹田 龍生 （兵庫県太子町）

(株)田渕重機 （兵庫県相生市） 筑紫 純子 （福岡県福岡市） 津田 勤 （兵庫県相生市）

利根 克典 （兵庫県相生市） 利根 健太郎 （神奈川県川崎市） 利根 昌幸 （岡山県岡山市）

豊田 節子 （福島県郡山市） 友渕 のりえ （東京都渋谷区） 中司 ひとみ （広島県福山市）

生ソバ更科 （兵庫県赤穂市） 西村 哲範 （兵庫県姫路市） 中西 文和 （兵庫県相生市）

西澤 裕子 （兵庫県相生市） 野川 美穂子 （東京都新宿区） 野村 祐子 （愛知県名古屋市）

畑本 昌宏 （兵庫県相生市） 林　幸子 （兵庫県姫路市） HARU kids club （岐阜県垂井町）

(有)姫山 （兵庫県姫路市） (有)ふるさと （兵庫県太子町） 福井 礼子 （宮城県仙台市）

藤岡 弘司　 （兵庫県相生市） 藤井 康子 （兵庫県上郡町） 布施 真勝 （兵庫県姫路市）

（東京都東久留米市） 桝谷 ゆみこ （滋賀県大津市） 丸三ハシモト(株) （滋賀県長浜市）

㈱三島屋楽器店 （新潟県長岡市） 三木　秀則 （兵庫県姫路市） 盛 耕三 （兵庫県相生市）

八木 清 （兵庫県相生市） 山口 武彦 （群馬県渋川市） 山下 孝行 （兵庫県相生市）

㈱緑葉社 （兵庫県たつの市）


